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研究⽬的・背景

ナノ粒⼦に蛍光機能や導電機能を付加させる場合、⽣態系に被害をもたらす医薬⽤外毒物や⾃然発
⽕性の材料が使⽤されている。本研究では、各種機能を付加したナノ粒⼦を「安全」、「安価」に
創れる技術を考案し、さらには「蛍光特性」や「導電性」を向上させるための製造⽅法を提案する。

技術の概要
今回提案する新規製造法の改良型化学エッチィング技術は、蛍光⾊、蛍光量⼦収率、導電性を劇的
に向上・制御することができ、また⽣産性も⼤幅に⾼めることができる。

◆医療器具等のメディカル材料
◆UV光照射による識別⽤インク材料
◆太陽電池等などの光電⼦材料

◆製品化に向けて、蛍光⾊の短波⻑化・⾼効
率化やナノ粒⼦の⽣産性の向上が必須であり、
共同で開発を進めていける企業との連携を希
望

◆出願名称︓シリコンナノ粒⼦の製造⽅法
特許番号︓特願2016-174578、特許第6906774号

◆出願名称︓n型不純物含有シリコンナノ粒⼦の製造⽅法、太陽電池素⼦
の製造⽅法、及び半導体デバイスの製造⽅法

特許番号︓特願2019-501392

◆ナノ粒⼦の粒径・蛍光⾊を均⼀化し、蛍光
量⼦収率を劇的に向上

◆製造コストを1/6程度まで削減

改良型化学エッチング技術 蛍光機能性

想定される⽤途

従来技術より優れている点

企業への期待

特許情報

かき混ぜるだけで創れる
安全・安価で⾼品質なシリコンナノ粒⼦

〜蛍光機能性・導電機能性の制御〜

酸化膜

シリコン
ナノ粒⼦

K. Sato et al., Chemistry Letters, 38, 558 (2009).
Chemical Communications, 25, 3759 (2009).

酸化反応 3Si+4HNO3→3SiO2+4NO+2H2O

溶解反応 酸化反応
溶解反応 SiO2+6HF→H2SiF6+2H2O    
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◎粒径の均⼀化による蛍光⾊の制御
◎表⾯修飾による蛍光量⼦収率の向上

蛍光量⼦収率︓9.1〜12.6%

導電機能性

導電性︓2.27 mS
（アンドープ︓67.5 μS）

導電性︓2.16 mS
（アンドープ︓67.5 μS）
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◎ナノ結晶コア内への⼀様な不純物ドーピング
◎ドーピングによる⾼導電性の実現


